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（２） 2002.4  広報おおの

三
月
定
例
市
議
会
で
、
平
成

十
四
年
度
の
各
会
計
当
初
予
算

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
二
十

一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
基
本
理
念
「
力
強
く
・
や
さ

し
く
・
美
し
く
」
の
実
現
に
向

け
編
成
さ
れ
た
、
当
初
予
算
の

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

特集：14年度予算

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
百
四
十
一
億
九

千
八
百
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
二
・
〇
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
た
い
肥
セ

ン
タ
ー
建
設
（
公
社
営
畜
産
基
地
建
設
事
業
）

な
ど
大
型
事
業
費
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

市
税
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
な
ど

を
考
慮
し
、
個
人
市
民
税
・
法
人
市
民
税
で

減
収
を
、
ま
た
固
定
資
産
税
は
、
家
屋
の
新

築
な
ど
に
よ
り
増
収
を
見
込
み
ま
し
た
。
総

額
で
は
、
前
年
度
比
一
・
八
％
減
の
三
十
七

億
六
千
八
百
五
十
五
万
七
千
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
が
三
十
七

億
八
千
万
円
、
特
別
交
付
税
が
七
億
五
千
万

円
、
合
計
四
十
五
億
三
千
万
円
で
前
年
度
比

二
・
六
％
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

一
般
会
計

歳
　
入
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一 般 会 計 予 算 の 内 訳  
自主財源 
依存財源 

歳出 
141億 
9,800万円 

歳入 
141億 
9,800万円 

市税 
37億 
6,856万円 
26.5％ 

8億 
2,855万円 

5.9％ 

繰入金 

7億 
6,826万円 
5.4％ 

6億4,011万円 
4.5％ 

8億6,150万円 
6.0％ 

その他 

地方 
消費税 
交付金 
など 

市債 

8億 
460万円 
5.7％ 

9億 
1,875万円 
　　6.5％ 
 

国庫 
支出金 

7.6％ 
県支出金 
 

  10億 
7,767万円 

地方交付税 
45億 

3,000万円 
31.9％ 

民生費 
28億 
5,227万円 
20.1％ 

教育費 
17億 
2,065万円 
　　12.1％ 

土木費 
20億 
239万円 
　14.1％ 

衛生費 
16億 

7,773万円 
11.8％ 

　農林 
水産業費 
 

10億 
2,784万円 
　7.2％ 

16億 
184万円 
 11.3％ 

　　 総務費 
 

　　公債費 
　15億658万円 
 　  　 10.6％ 

7億 
5,548万円 
 5.3％ 

商工費 
 

議会費 
など 
その他 
 

10億5,322万円 
 7.5％ 

諸収入 

分担金 
　および 
　　負担金 
　　　　など 
　　　その他 

（３）2002.4  広報おおの

特集：14年度予算

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
第
四
次
大
野
市
総

合
計
画
の
実
現
を
目
指
し
、

・
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
基
盤
の
整
備

・
次
代
を
担
う
人
づ
く
り

・
雇
用
の
促
進
と
景
気
回
復
に
向
け
た
地
域

活
性
化

を
基
本
と
し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

伸
び
率
の
大
き
な
も
の
は
、
北
部
第
三
土

地
区
画
整
理
事
業
な
ど
が
増
と
な
る
土
木
費

（
前
年
度
比
５
・
２
％
増
）
や
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
・
健
康
保
養
施
設
建
設
の
元
金
返
済
が

始
ま
る
公
債
費
（
前
年
度
比
13
・
０
％
増
）

な
ど
で
す
。

一
方
減
少
で
は
、
林
業
地
域
総
合
整
備
事

業
が
大
幅
に
減
額
し
た
農
林
水
産
業
費
（
前

年
度
比
38
・
３
％
減
）、
有
終
東
小
学
校
の
大

規
模
改
造
工
事
が
完
了
し
た
教
育
費
（
前
年

度
比
５
・
５
％
減
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

歳
　
出

区　　　分 平成14年度 平成13年度 対前年比 
141億9,800万円 

26億7,815万円 

 48億1,177万円 

6,552万円 

 6億6,596万円 

15億9,203万円 

 20億9,195万円 

 119億  538万円 

  2億4,226万円 

263億4,564万円 

144億8,300万円 

26億2,966万円 

 46億9,543万円 

4,675万円 

 8億5,208万円 

11億5,195万円 

 19億5,294万円 

 113億2,881万円 

  1億9,328万円 

260億　509万円 

△ 2.0％ 

1.8％ 

2.5％ 

 40.2％ 

△21.8％ 

38.2％ 

7.1％  

5.1％ 

25.3％ 

1.3％ 

特

別

会

計 

 一　般　会　計  

 国民健康保険 

老 人 保 健  

簡 易 水 道 

 農業集落排水 

 下　　水　　道 

 介 護 保 険 

 小　　計 

 企業会計（水道） 

 合　　　計 

会計別予算一覧  
民生費

7万0,609円

土木費

4万9,570円

教育費

4万2,596円

衛生費

4万1,533円

総務費

3万9,655円

公債費

3万7,296円

農林水産業費

2万5,445円

商工費

1万8,702円

その他

2万6,073円

消防費
議会費
労働費
災害復旧費

市民一人あたりに換算すると

35万1,479円
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（４） 2002.4  広報おおの

特集：14年度予算

・雇用創出助成金 300万円

45歳以上55歳未満の非自発的離職者を

雇用した事業主に奨励金を交付します。

・工業振興助成金 1億6,321万円

市内に進出した企業の用地取得費や

設備費などに補助を行います。

・農村漁村女性活動強化推進事業補助

217万円

女性起業グループが行う味噌加工施

設などの整備に補助を行います。

・地域農業担い手支援事業補助

900万円

ＪＡが実施する農業機械や施設の貸

し出し事業に補助を行い、認定農業者

の育成に努めます。

・緊急地域雇用創出特別基金関係

3,205万円

新規の雇用に向け、観光エリア環境

整備美化事業や河川・水路環境保全事

業など、７つの事業を実施します。

・活力ある学校づくり推進事業

435万円

小中学校で総合的な学習の時間や特

色ある学校づくりを積極的に展開する

ほか、子どもたちの生きる力を育成す

る探求型学習講座や教育シンポジウム

などを開催します。

・小学校施設整備事業 1億3,402万円

富田小学校の校舎改築第二期工事や

阪谷小学校のコンピューター室増築工

事などを行います。

・小中学校教科用図書指導書購入事業

1,717万円

新学習指導要領への対応として、

教師用の教科書や指導書を購入します。

・大野明倫館事業 292万円

これまで学習活動を通して人づくり

を行ってきた「大野明倫館」の事業内

容やテーマを、学習成果のより具体的

な実現に向け一新。よりよい大野へ向

け、市民と行政が一体となって事例研

究を中心に学習を行います。

・低公害車普及促進事業補助 100万円

低公害車の購入に対して補助を行い

ます。（１台につき20万円）

・地下水総合調査事業 1,000万円

将来の地下水保全・管理に向けた地

下水のシュミレーションモデルの作成

などを行います。（13年度からの継続

事業）

・居住地森林環境整備事業 1,150万円

市街地や集落など居住地周辺の市有

林の保全・保育を行います。

産 
業 

人 

環 
境 

創造性と活力ある

産業のまち

思いやりと

豊かな心を

育むまち

環境保全と美しい

景観づくりのまち
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（５）2002.4  広報おおの

特集：14年度予算

・平成大野屋事業 1,098万円

「平成大野屋まつり」の開催や全国

各地の支店主との交流、かわら版の発

行などを行います。

・アーティストインレジデンス事業

300万円

芸術家が市内に一定期間滞在し、作

品の制作や地域との交流を行う活動を

通して、市民が芸術を身近に感じ、親

しむことのできる機会をつくります。

・オーストラリアとの交流学習事業

80万円

オーストラリアの学校とインターネ

ットを使って交流している上庄中学校

の生徒代表を現地へ派遣し、学校同士

の友好交流を深めるほか、生徒の国際

感覚の育成を図ります。

・児童歯科医療費助成事業 360万円

子どもにかかる歯科医療費の個人負

担分を助成します。（対象：３歳から

小学校就学前まで）

・越美北線等利用促進事業 766万円

越美北線を利用し県外から訪れた観

光客などに「大野市観光利用券」の配

布を行うほか、団体や回数券での利用

に対する助成を従来より増やすなど、

越美北線の利用促進に努めます。

・精神障害者社会復帰施設建設支援事業

1,955万円

社会福祉法人が中野地係に建設する

精神障害者社会復帰施設に対して建設

費の助成を行います。

・三番市庁舎新庄線の整備

1億1,721万円

三番市庁舎新庄線（新庄～茜町）の

歩道バリアフリー化や流雪溝の整備な

どを行います。

・児童センターの土曜日全日開館経費

332万円

学校週５日制に対応し、児童センタ

ーの土曜日全日開館を行います。

・公共下水道建設事業 14億3,961万円

下水管の埋設や処理場の整備、処理

施設の工事などを行います。

・市民向け予算概要書の作成 245万円

平成14年度当初予算の内容につい

て、分かりやすく説明した概要書を作

成し、各家庭に配布します。

・例規集の電子データ化経費 550万円

従来、冊子で管理していた市の例規

集を電子データ化し、事務の効率化と

経費の節減を図るほか、ホームページ

上で公開します。

・市町村合併懇話会等経費 86万円

市町村合併の方向性を定めるため、

シンポジウムや懇話会を開催します。

交 
流 

人が集い

心が響きあうまち

生 
活 

住みたい

住み続けたいまち

そ 
の 
他 
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（６） 2002.4  広報おおの

定 例
市 議 会

新
年
度
予
算
案
ほ
か

介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
な
ど
を
可
決

あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
を
終
え
た
人
に
発
行
す

る
「
受
給
者
資
格
者
証
」
を
、
歯

科
の
診
察
受
付
で
示
し
て
く
だ
さ

い
。
後
日
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に

金
額
が
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
四
月
一
日
〜
六
月
三

十
日
の
間
は
、
歯
科
医
療
費
の
助

成
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
歯

科
の
領
収
書
（
レ
シ
ー
ト
不
可
）

を
保
管
し
、
後
日
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
児
童
福

祉
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

４
７
３
）

四
月
一
日
か
ら
児
童
の
歯
科
診

療
に
か
か
る
負
担
金
（
保
険
対
象

分
）
を
助
成
し
ま
す
。

・
二
人
兄
弟
（
第
三
子
未
満
世
帯
）

ま
で
で
、
三
歳
か
ら
小
学
校
就

学
前
の
子
ど
も

対
象
と
な
る
場
合
は
、
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内

容
な
ど
は
、
後
日
郵
送
す
る
通
知

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
子
ど
も
が
三
人
以
上
の
世
帯
の

場
合
、
乳
幼
児
医
療
費
制
度
に

よ
り
、
歯
科
を
含
む
す
べ
て
の

医
療
費
が
助
成
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。
手
続
き
の
必
要
は

勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議

会
議
長
や
総
務
・
産
業
経
済
・
教

育
民
生
各
常
任
委
員
会
委
員
長
な

ど
を
歴
任
。
現
在
四
期
目
で
す
。

牧
野
氏
は
平
成
七
年
に
市
議
会

議
員
に
初
当
選
し
、総
務
、産
経
建

設
・
民
生
環
境
常
任
委
員
会
委
員

長
な
ど
を
歴
任
。
現
在
二
期
目
で

す
。ま

た
、
今
回
の
定
例
会
で
各
常

任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
な

人
事
案
件
も
原
案
に
同
意

監
査
委
員
の
選
任
と
人
権
擁
護

委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員

谷
口
彰
三
（
67
歳
　
犬
山
）

人
権
擁
護
委
員

多
田
正
則
（
69
歳
　
伏
石
）

敬
称
略

畑
中
章
男
氏
（
五
十
二
歳
・
糸

魚
町
）
が
議
長
に
、
牧
野
勇
氏

（
六
十
歳
・
春
日
三
丁
目
）
が
副

議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

畑
中
氏
は
昭
和
六
十
二
年
に
市

議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
大
野
・

三
月
に
行
わ
れ
た
第
三
百
十
六

回
定
例
市
議
会
で
、
新
年
度
の
予

算
案
ほ
か
、
平
成
十
三
年
度
の
補

正
予
算
案
な
ど
三
十
一
議
案
が
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
・
承

認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
補
正
額
は
、
百
六

十
一
万
円
の
増
で
、
補
正
後
の
総

額
は
、
百
五
十
一
億
二
千
七
百
六

十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

前
年
同
期
と
比
べ
七
・
一
％
の
減

と
な
り
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
富
田
小
学
校
改

築
工
事
の
小
学
校
施
設
整
備
事
業

に
一
億
九
千
百
八
十
万
円
増
の
ほ

か
、
利
用
者
の
減
少
に
よ
る
中
小

企
業
資
金
融
資
預
託
金
の
七
千
万

円
減
や
経
営
向
上
支
援
資
金
預
託

金
の
五
千
万
円
減
な
ど
で
す
。

低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
を
軽

減
す
る
条
例
案
や
、
国
民
健
康
保

険
税
の
納
期
を
四
期
か
ら
八
期
に

増
や
す
条
例
案
な
ど
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
13
年
度
予
算
の
補
正

条
例
案
な
ど

議
長
に
畑
中
章
男
氏

副
議
長
に
牧
野
勇
氏

常 任 委 員 会 

産経建設 総務文教 民生環境 
議会運営 
委 員 会 

◎委員長　○副委員長 

◎幾山秀一 
○本田　章 
　土田三男 
　兼井　大 
　畑中章男 
　坂元千秋 
　砂子三郎 

◎島口敏榮 
○笹島彦治 
　松田信子 
　岡田高大 
　松井治男 
　村西利榮 
　榮　正夫 

◎寺島藤雄 
○高岡和行 
　谷口彰三 
　浦井智治 
　牧野　勇 
　米村輝子 
　常見悦郎 

◎砂子三郎 
○常見悦郎 
　島口敏榮 
　高岡和行 
　本田　章 
　松井治男 

副議長

牧野　勇氏
議　長

畑中章男氏

対
象
対
象 

助
成
を
受
け
る
に
は 

対
象 

対
象 

助
成
を
受
け
る
に
は

助
成
を
受
け
る
に
は 

助
成
を
受
け
る
に
は 

歯
科
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

子
育
て
応
援
！

更新手続きが必要です
乳幼児医療費の受給資格者証

３歳以上で乳幼児医療費の助成対

象となる場合、毎年４月１日現在の

状況を示した「乳幼児医療費受給資

格現況届」を提出し、受給資格者証

を更新する必要があります。

手続きなど詳しい内容は、３月末

に郵送した通知をご覧ください。

対象

子どもが３人以上の世帯の３歳か

ら小学校就学前まで（平成８年４月

２日～平成11年４月１日生まれ）の

子ども（オレンジ色の受給資格者証）
問い合わせ先

福祉課児童福祉係
（166・１１１１内線４７３）
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土
曜
日
の
午
前
中
に
児
童
館
を

開
館
す
る
こ
と
に
伴
い
、
嘱
託
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

２
人
（
採
用
予
定
日

平
成
14
年
５
月
１
日
）

業
務
内
容

児
童
の
遊
び
の
指
導

な
ど

勤
務
場
所

市
内
児
童
セ
ン
タ
ー

受
験
資
格

昭
和
45
年
４
月
２
日

〜
昭
和
57
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
保
育
士
ま
た
は
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等

学
校
な
ど
の
教
諭
と
な
る
資
格

が
あ
る
人

試
験
日
程

４
月
21
日
h
午
前
９

時
〜
市
役
所
（
面
接
試
験
）

申
込
締
切
日

４
月
15
日
i
（
当

日
消
印
有
効
）

申
し
込
み
方
法

履
歴
書
（
市
販

の
も
の
に
必
要
事
項
を
記
入
）

と
、
資
格
証
な
ど
の
コ
ピ
ー
を

添
え
、
直
接
ま
た
は
郵
送
（
封

筒
の
表
に
「
児
童
館
嘱
託
職
員

受
験
」
と
朱
書
き
・
書
留
に
て

送
付
）
で
提
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
１
２
ー
８
６
６
６
大
野
市

天
神
町
１
―
１
福
祉
課
児
童
福

祉
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

４
７
３
）

（７）

●環境保全対策審議会

募集定員 ２人

応募資格 市内に住む20歳以上の人で

環境問題に関心のある人

応募方法 環境問題について、日ごろ

感じていることを４００字

程度にまとめたものと履歴

書を提出（郵送可）

会議日程 年２回程度、平日の昼また

は夜間に開催予定

●廃棄物減量等推進審議会

募集定員 ２人

応募資格 市内に住む20歳以上の人で

ごみ問題に関心のある人

応募方法 ごみ問題について、日ごろ

感じていることを４００字

程度にまとめたものと履歴

書を提出（郵送可）

会議日程 年２回程度、平日の昼また

は夜間に開催予定

●地下水対策審議会

募集定員 ３人

応募資格 市内に住む20歳以上の人で

地下水に関心のある人

応募方法 地下水について、日ごろ感

じていることを４００字程

度にまとめたものと履歴書

を提出（郵送可）

会議日程 年２回程度、平日の夜間に

開催予定

委嘱期間 委嘱された日～平成16年３月31日

申込締切日 ４月26日m（午後５時必着）

申し込み・問い合わせ先

〒９１２ー８６６６　大野市天神町１－１

生活環境課環境保全係（166・１１１１内線４６２）

市町村合併の方向性などに関して、皆さんから広く意

見をお聞きするため、市町村合併懇話会の委員を募集し

ます。

募集定員 ４人

応募資格 市内在住で市町村合併について関心のある

20歳以上の人

任　　期 平成14年12月まで

応募方法 「市町村合併について思うこと」をテーマに

４００字程度でリポートをまとめ、住所、氏名、年齢、

電話番号を明記し提出（郵送可）

申込締切日 ４月15日i（当日消印有効）

申し込み・問い合わせ先

〒９１２ー８６６６　大野市天神町１－１

総務課行政係（166・１１１１内線２２３）

地域医療について皆さんからの意見を反映するため、

大野市地域医療協議会の委員を募集します。

募集定員 ２人

応募資格 市内在住で地域医療に関心のある

20歳以上の人

任　　期 ２年間（平成14年４月～平成16年３月31日）

応募方法 「大野市の地域医療に期待すること」をテー

マに４００字程度でリポートをまとめ、住所、氏名、

年齢、電話番号を明記し提出（郵送可）

申込締切日 ４月18日l（当日消印有効）

申し込み・問い合わせ先

〒９１２－００６１

大野市篠座１１７－６－１　市保健センター内

保健衛生課保健衛生係（165・７３３３）

大大大大野野野野市市市市地地地地域域域域医医医医療療療療協協協協議議議議会会会会委委委委員員員員 市市市市町町町町村村村村合合合合併併併併懇懇懇懇話話話話会会会会委委委委員員員員

各各各各　　　　種種種種　　　　審審審審　　　　議議議議　　　　会会会会　　　　委委委委　　　　員員員員

児児児児
童童童童
館館館館
のののの

嘱嘱嘱嘱
託託託託
職職職職
員員員員
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保
健センタ

ー
健
康通信

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（165・7333）
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2002.４ №158

はしかの予防接種

上
の
グ
ラ
フ
は
、
市
内
の
幼
児

を
対
象
に
行
っ
て
い
る
「
は
し
か

予
防
接
種
率
」
を
示
し
た
も
の
で

す
。
平
成
十
三
年
度
の
予
防
接
種

率
が
、
五
年
前
と
比
べ
八
・
二
ポ

イ
ン
ト
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

は
し
か
に
か
か
る
の
は
、
ほ
と

ん
ど
が
０
歳
児
か
ら
三
歳
児
ま
で

の
乳
幼
児
で
す
が
、
最
近
は
十
五

歳
以
上
の
人
に
も
、
患
者
数
が
増

え
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

か
つ
て
は
し
か
は
「
命
定
め
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
恐
れ
ら
れ
、
ほ

と
ん
ど
の
子
ど
も
が
か
か
っ
た
病

気
で
し
た
。
昭
和
五
十
年
代
か
ら

予
防
接
種
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
、
以
前
ほ
ど
の
大
流

行
が
無
く
な
り
、
感
染
す
る
人
も

ず
い
ぶ
ん
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
現
在
も
、
数
万
か
ら
数

十
万
も
の
人
が
感
染
し
て
い
る
と

見
ら
れ
、
あ
る
統
計
で
は
、
年
間

約
五
十
人
も
の
子
ど
も
が
死
亡
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
患
者
全
体
の
数
が
減

っ
た
こ
と
で
、
は
し
か
へ
の
関
心

が
低
く
な
り
予
防
接
種
を
受
け
る

人
の
数
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
が

原
因
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

感
染
症
を
予
防
す
る
一
番
の
対

策
は
、
ま
ず
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
で
す
。
は
し
か
の
場
合
、
流

行
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
九
五
％
以

上
の
予
防
接
種
率
が
必
要
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
は
し
か
は
一
度
免
疫
が
出

来
る
と
、
ま
ず
一
生
の
免
疫
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
と

な
る
幼
児
は
、
無
料
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

平
成
14
年
10
月
１
日
j
〜

平
成
15
年
１
月
31
日
m

対
象

平
成
12
年
10
月
１
日
〜
平

成
13
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
子
ど
も

場
所

市
内
の
指
定
医
療
機
関

対
象
と
な
る
子
ど
も
の
保
護
者

に
、
実
施
の
時
期
が
近
づ
い
た
段

階
で
連
絡
し
ま
す
。
ま
た
、
七
歳

六
カ
月
ま
で
の
子
ど
も
で
未
接
種

の
場
合
は
、
申
し
込
み
す
る
こ
と

で
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
保
健
セ
ン
タ
―
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

患
者
の
多
く
が
乳
幼
児

100 

90 

80 

70
平成９ 平成10 平成11 平成12 平成13

（年度）

％ 幼児のはしか予防接種率 

～ちょっと気になる栄養の話～

今回は、玉ネギについてです。

玉ネギを調理しているときに、目

にしみて涙が出たという経験はあり

ませんか。これは玉ネギに含まれる

硫化プロビルという成分が原因なの

です。この成分には料理に特有の辛

みや風味、香りなどをつける働きのほか、さまざまな

薬効があります。中でもビタミンＢ１の吸収を高める

作用が新陳代謝を促進し、疲労回復や体力アップ、夏

バテ予防などに効果を発揮します。また発汗作用や解

熱作用があることから、風邪をひいたときなどにとて

も効果的です。

さらに血液に含まれる脂質の量を減らす効果もある

ことから、血栓や動脈硬化の予防にもつながります。

新玉ネギの季節。ビタミンＢ１と上手に組み合わせ、

おいしくいただきましょう。

〔参考〕ビタミンＢ１を多く含む食材

豚肉、大豆、鶏レバー、カツオ、サケなど

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

関
心
の
低
さ
が
原
因

は
し
か
（
麻
し
ん
）
は
、
は
し
か
ウ
イ
ル
ス
で
起
こ
る
感
染
症
で

す
。
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
感
染
し
た
場
合
は
高
い
確
率
で
発
症
、

高
熱
と
発
疹
（
ほ
っ
し
ん
）
を
伴
い
ま
す
。
一
時
的
に
免
疫
力
が
低

下
す
る
こ
と
か
ら
、
肺
炎
や
脳
炎
な
ど
の
重
い
合
併
症
の
原
因
と
な

り
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
死
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ166・1111 内線464（ ）

（９）

市　役　所
生活環境課

暮
ら
し
の
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事
業
者
と
消
費
者
と
の
間
で
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
利
用

し
て
行
わ
れ
る
電
子
契
約
の
う
ち
、

申
し
込
み
や
承
諾
な
ど
の
意
思
表

示
を
、
事
業
者
な
ど
が
設
定
し
た

画
面
上
の
手
続
き
に
従
っ
て
行
う

契
約
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の

個
人
同
士
で
行
う
取
り
引
き
や
、

自
分
で
電
子
メ
ー
ル
を
書
い
て
事

業
者
に
申
し
込
む
場
合
な
ど
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

例
１
　
商
品
を
一
個
注
文
す
る
つ

も
り
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
を
誤

っ
て
、
十
一
個
と
入
力
し
て
し
て

し
ま
っ
た
。

キ
ャ
ン
セ
ル
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
つ
も
り
が
、
誤
っ
て
申
し

込
み
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
し

ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
消
費
者
は

事
業
者
に
対
し
て
契
約
の
無
効
を

電電 子子 契契 約約法法

主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
子
契
約
法
で
は
、
事
業
者
が

注
文
内
容
の
確
認
や
訂
正
が
で
き

る
画
面
を
設
け
る
な
ど
、
操
作
ミ

ス
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
を
設
け
る

こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
の
際
に
、
間
違
い
や

操
作
ミ
ス
を
確
認
で
き
る
ボ
タ
ン

や
画
面
な
ど
が
無
い
場
合
、
契
約

を
無
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

例
２
　
商
品
を
申
し
込
ん
だ
が
、

事
業
者
か
ら
の
返
答
が
な
か
っ
た

た
め
、
再
度
申
し
込
ん
だ
。
そ
う

し
た
ら
後
日
同
じ
商
品
が
二
つ
送

ら
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
事
業

者
が
「
注
文
を
受
け
た
」
と
い
う

通
知
を
、
消
費
者
に
出
し
た
か
と

い
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

通
信
障
害
な
ど
で
事
業
者
か
ら

の
電
子
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
場
合
、
消

費
者
に
は
「
い
つ
契
約
が
成
立
し

た
の
か
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
せ
ん
。

電
子
契
約
法
で
は
、
契
約
の
成

立
時
期
を
、
事
業
者
か
ら
消
費
者

へ
の
通
知
が
到
達
し
た
時
点
と
し

て
い
ま
す
（
到
達
主
義
）。

よ
っ
て
業
者
か
ら
「
注
文
を
受

け
た
」
と
い
う
通
知
が
自
分
の
メ

ー
ル
サ
ー
バ
ー
な
ど
に
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
ま
だ
契
約
が
成
立

し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
消
費
者
が
電
子
メ
ー
ル

と
は
別
に
、
郵
便
物
な
ど
を
使
っ

て
最
終
的
な
申
し
込
み
を
行
っ
た

場
合
に
は
、
郵
便
物
な
ど
を
発
送

し
た
時
点
で
契
約
が
成
立
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
到
達
主
義
と
い
う

考
え
方
は
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
な
ど
個
人
同
士
の
契
約
や
取
り

引
き
で
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
契
約
を
行

う
際
に
は
、
消
費
者
自
身
が
慎
重

に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

契
約
内
容
な
ど
の
画
面
を
印
刷

し
、
取
り
引
き
が
終
了
す
る
ま
で

保
管
し
て
お
く
な
ど
、
自
己
防
衛

策
を
き
ち
ん
と
取
る
こ
と
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
手
軽

に
買
い
物
が
で
き
る
電
子
契
約
。

上
手
に
利
用
し
た
い
で
す
ね
。

最
近
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
買
い
物
な
ど
を
す
る
人

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
と
同
時
に
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

ミ
ス
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

電
子
商
取
引
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、
昨
年
十
二
月
「
電
子

消
費
者
契
約
及
び
電
子
承
諾
通
知
に
関
す
る
民
法
の
特
例
に
関
す

る
法
律
」(

電
子
契
約
法)

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

印
刷
な
ど
自
己
防
衛
を

ト
ラ
ブ
ル
の
例

法
律
の
対
象
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

資
源
ご
み
と
し
て
出

す
と
き
に
「
キ
ャ
ッ

プ
を
取
る
・
ラ
ベ
ル
を
は
が
す
・

水
洗
い
す
る
」
な
ど
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
集
め
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
、
糸
を
作

る
工
場
へ
持
っ
て
い
き
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
粉
砕
機
で
細
か
く
し
洗
浄
さ

れ
た
あ
と
約
三
百
℃
の
高
温
で
溶

か
さ
れ
糸
へ
と
加
工
さ
れ
ま
す
。

糸
は
服
や
手
袋
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
や

マ
ッ
ト
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

糸
に
な
る
の
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
（
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト
）
材

質
の
物
だ
け
で
す
。
そ
の
た
め
材

質
の
違
う
キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
、
ラ

ベ
ル
を
は
が
す
必
要
が
あ
る
の
で

す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
水
洗
い
す

る
の
は
、
糸
を
作
る
と
き
に
不
純

物
が
混
ざ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め

で
す
。
不
純
物
が
混
ざ
っ
た
Ｐ
Ｅ

三
度
の
飯
よ
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

が
大
好
き
。
そ
ん
な
人
た
ち
の
集

ま
っ
た
の
が
「
実
年
愛
球
会
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
で
す
。

「
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
楽

し
く
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
」
と
平
成

十
二
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
資
格
は
、
五
十
歳
以
上
で
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
が
大
好
き
な
こ
と
。
現

在
の
メ
ン
バ
ー
は
五
十
歳
か
ら
六

十
三
歳
ま
で
の
十
六
人
で
、
平
均

年
齢
は
約
五
十
五
歳
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
え
る
間
は
月

一
回
の
練
習
や
月
二
回
程
度
の
交

流
試
合
で
汗
を
流
す
ほ
か
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
な

ど
へ
出
場
。
冬
の
間
は
懇
親
会
で

お
互
い
の
親
睦
を
深
め
る
な
ど
年

間
通
じ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
メ
ン
バ
ー
は
現
役
を
退
い
た

あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
チ
や
監
督

を
務
め
て
い
る
本
当
に
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
が
好
き
な
人
ば
か
り
。
若
い

Ｔ
材
質
は
、
切
れ
や
す
い
糸
が
で

き
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
や
マ
ジ
ッ

ク
ペ
ン
で
色
を
つ
け
ら
れ
た
も
の

な
ど
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

当
市
で
は
平
成
十
二
年
度
に
約

八
十
万
本
が
、
平
成
十
三
年
度
に

は
百
万
本
を
超
え
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
一
年
間
に
一
人
あ
た
り
約

二
十
五
本
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

し
か
し
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出

さ
れ
て
い
る
も
の
も
、
ま
だ
ま
だ

数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
ラ
ベ
ル
を
は

が
し
、
水
洗
い
を
し
て
、
決
め
ら

れ
た
日
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
限
ら
れ
た
資

源
を
有
効
に
使
う
た
め
リ
サ
イ
ク

ル
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
1
65
・
６
１
２
０
）

（１０）

実年愛球会
ソフトボールクラブ

������������������������������������������������

燃えないごみ 

燃えるごみ 

ラベル 

キャップ 

人
た
ち
と
の
試
合
で
も
、
長
年
の

経
験
を
生
か
し
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー

で
い
い
勝
負
に
な
り
ま
す

よ
」
と
筒
井
さ
ん
。

指
導
者
か
ら
再
び
選
手
に

戻
っ
た
こ
と
が
、
毎
日
の
生

活
に
も
良
い
影
響
を
与
え
た

そ
う
で
「
こ
れ
ま
で
よ
り
も

食
事
の
内
容
な
ど
に
気
を
使

う
よ
う
に
な
っ
た
」
「
病
気

や
け
が
な
ど
で
試
合
に
出
ら

れ
な
い
と
悔
し
い
か
ら
自
己

管
理
を
気
に
す
る
よ
う
に
な

っ
た
」
と
話
す
メ
ン
バ
ー
の

皆
さ
ん
。
練
習
や
試
合
の
あ

と
、
和
気
あ
い
あ
い
と
行
う

反
省
会
も
楽
し
み
の
一
つ
で

「
今
年
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
雪

解
け
が
と
て
も
待
ち
遠
し

い
」
と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

平
成
十
三
年
か
ら
は
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
北
信
越
大

会
や
全
国
大
会
の
県
予
選
に

出
場
。
大
野
か
ら
参
加
し
て
い
る

唯
一
の
実
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局
を
務
め
る
筒
井
秀
敏
さ

ん
は
「
今
年
も
県
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
目
標
は
ま
ず
一
勝
、
大
野

か
ら
参
加
す
る
チ
ー
ム
と
し
て
恥

ず
か
し
く
な
い
試
合
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
で
も
や
は
り

大
切
な
の
は
楽
し
む
こ
と
、
勝
ち

負
け
に
こ
だ
わ
る
よ
り
も
、
い
つ

ま
で
も
現
役
で
プ
レ
ー
を
続
け
ら

れ
る
こ
と
が
一
番
で
す
ね
」
と
、

興
味
の
あ
る
人
は
（
1
０
９
０
・

８
２
６
５
・
６
４
７
８
ま
で
。

勝
ち
負
け
よ
り
も
楽
し
く
プ
レ
ー

ＱＡ

今月のスナップ

お地蔵さまも春の装い
（寺町通り）

ごみ？ゴミ？①
ペットボトルはなんになる
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見
と
お
し
の
悪
い
道
路
な
ど
、

様
子
が
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
か

ら
横
断
し
な
い
こ
と

④
信
号
の
あ
る
交
差
点
で
は
、
ど

の
信
号
を
見
て
渡
る
の
か
、
ま

た
信
号
が
青
に
変
わ
っ
て
も
、

必
ず
右
左
を
確
認
し
車
が
止
ま

っ
て
か
ら
横
断
す
る
こ
と

ま
ず
保
護
者
自
身
が
、
子
ど
も

の
手
本
と
な
る
よ
う
、
交
通
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
子
ど
も
は
、
い
つ
ど
こ
で

危
険
な
行
動
を
す
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
学
校
付
近
や
生
活
道
路
な

ど
で
は
運
転
者
が
普
段
以
上
に
注

意
を
払
い
、
や
さ
し
い
気
持
ち
で

安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

二
月
に
市
内
で
連
続
し
て
交
通

事
故
が
起
こ
り
、
二
人
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り

が
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
再

度
確
認
し
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ

ー
を
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

2002.4  広報おおの

図書館 の 本 

今回紹介する二冊は、本の未来

に関して書かれたものです。

原稿を書く作家をはじめ、編集

者や出版社、そして読者などそれ

ぞれの立場で議論した内容がまと

められています。

インターネットを利用した電子

出版が普及すると、今のような紙

の本は無くなってしまうのか、無

くならない場合はどのようなかた

ちで残るのか。

印刷製本の技術が発達し、少部

数での商業出版が簡単に出来るよ

うになったら、どのような方法で

本が流通していくのか。

そして私たち読者にとって「本

を読む」ということに未来はある

のか。

本の未来について、皆さんも一

緒に考えてみませんか。

『大議論 それでも本に未来はある』
『オンデマンド出版の実力』

し
む
イ
ベ
ン
ト
「
野
外
体
育
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

活
動
の
幅
を
広
げ
る
と
の
こ
と
。

「
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
キ
ャ
ン
プ

や
登
山
、
海
水
浴
に
ス
キ
ー
な
ど
、

一
年
通
し
て
い
ろ
ん
な
体
験
が
で

き
ま
す
。
参
加
す
る
人
に
は
、
ま

ず
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

私
た
ち
の
目
標
は
、
地
域
と
ス
ポ

ー
ツ
の
新
し
い
環
境
を
つ
く
る
こ

と
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
活
動

を
楽
し
く
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
田
中
さ
ん
。
Ｈ
Ｐ
の

ア
ド
レ
ス
は

http://w
w
w
.sports-m

an.net/

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
民
間
非
営
利
団
体
」
と
い
わ

れ
る
営
利
を
目
的
と
し
な
い
で
自

主
的
・
自
発
的
活
動
を
行
う
団
体

電子メールで市民提案　E-mail yamabiko@city.ono. fukui. jp

こんにちは こんにちは こんにちは 

田
中
正
利
さ
ん
は
、
地
域
ス
ポ

ー
ツ
の
活
性
化
を
通
し
て
、
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ
文
化
・
習
慣
を
作
る

こ
と
を
目
指
す
特
定
非
営
利
活
動

法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）「
地
域
ス

ポ
ー
ツ
協
会
」
の
代
表
を
務
め
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
情
報
を
発
す
る
Ｈ
Ｐ

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
の
作
成
な
ど

（１1）

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
性
化
で
活
動

田
中
正
利
さ
ん
（
27
歳
・
中
野
）

交通 
　安全 

新
学
期
に
入
る
と
、
子
ど
も
の

交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
特

に
小
学
生
の
場
合
、
学
校
に
行
く

と
き
は
集
団
登
校
で
す
が
、
帰
り

は
一
人
で
下
校
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
事
故

に
あ
わ
な
い
よ
う
、
子
ど
も
と
一

緒
に
通
学
路
や
自
宅
付
近
な
ど
を

歩
き
、
危
険
な
と
こ
ろ
を
具
体
的

に
指
導
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

①
道
路
を
歩
く
と
き
は
歩
道
を
、

歩
道
が
無
い
と
こ
ろ
は
道
路
の

右
端
を
歩
く

②
飛
び
出
し
の
危
険
性
を
実
際
の

道
路
で
具
体
的
に
教
え
る

③
車
が
通
過
し
た
直
前
直
後
や
、

守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
自
分
が
入
っ
て
い
る
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
Ｈ
Ｐ
を
作

ろ
う
と
思
っ
た
の
が
最
初
で
す
。

ど
ん
な
内
容
に
し
よ
う
か
仲
間
と

話
し
合
っ
て
い
た
と
き
に
、
サ
ッ

カ
ー
や
バ
レ
ー
な
ど
バ
ス
ケ
以
外

の
情
報
も
載
せ
た
い
と
い
う
話
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
き
っ

か
け
に
練
習
場
所
や
大
会
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
い
ろ
ん
な
情
報
を
、

競
技
の
枠
を
超
え
て
交
換
で
き
る

Ｈ
Ｐ
を
作
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
協
会
を
設
立
し
ま
し
た
」

こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ー

ム
の
紹
介
や
県
内
各
地
の
公
共
施

設
な
ど
の
情
報
を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
。

四
月
か
ら
は
実
際
に
体
を
動
か
す

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
楽

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

トランスアート　刊

1111111111111

■
「
広
報
お
お
の
」
で
は
、
皆
さ
ん
の

活
動
や
意
見
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
紙
面
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
　
〒
９
１
２
―
８
６
６
６
　
大

野
市
天
神
町
１
―
１
市
役
所
秘
書
広

報
課
広
報
広
聴
係
（
1
66
・
１
１
１

１
内
線
４
４
０
）

Ｅ
メ
ー
ル

yam
abiko@

city.ono.fukui.jp
111111111111111111111111111111
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考えよう景観づくり
大野らしい景観形成などをみんなで考えよ

うと２月26日「都市景観シンポジウム」が文

化会館で行われました。第３回大野市景観賞

の表彰、景観づくりアンケート調査の報告に

つづき、岐阜県八幡町でまちづくりに携わる

日本福祉大学の佐々木葉助教授が講演。参加

した約80人が、住む人を主体とした景観づく

りの大切さなどに耳を傾けていました。

2002.4  広報おおの

全国スポレク祭へ一歩

秘書広報課広報広聴係166・1111

（１2）

平成16年に福井県で開催される「全国スポーツ

・レクリエーション祭」に向け、インディアカ運

営委員養成研修会が２月21日・23日に開かれまし

た。他県で開催されたスポレク祭の視察報告会や、

当市で開催が予定されている種目「インディアカ」

の実戦を交えた審判講習会などが行われました。

「おおの型農業・農村ビジョン講演会」

が2月21日、有終会館で行われました。東

京農業大学の小泉武夫教授が、微生物によ

る発酵技術は、みそや納豆をはじめとする

発酵食品から医薬品まで幅広く使われてい

ることを紹介。今後「発酵」が農業をはじ

め環境や健康、エネルギーなど幅広い分野

で活躍するだろうとの内容に、たくさんの

人が熱心に聞き入っていました。

「発酵」がキーワード

 話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

さまざまな体験や情報提供などを通して、健康

づくりへの関心を高めてもらおうと「あったか健

康まつり」が３月２日と３日、あっ宝んどを会場

に行われました。健康相談や健康体操、健康面白

クイズなどいろんなコーナーが設けられ、たくさ

んの人でにぎわいました。

健康づくり関心持って
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2002.4  広報おおの （１3）

身近な話題をお知らせください。

 話話話話題題題題のののの広広広広場場場場 食生活にアドバイス
生活習慣病の予防に向け「１日に何をどれだけ

食べたら良いか」などを、実際に食事を楽しみな

がら学ぶ「健康ランチバイキング」が、３月３日

保健センターで行われました。主食のご飯からデ

ザートまで20種類ほど用意された料理から、参加

者がそれぞれ好きなものを選んで試食。その後、

若葉会（市食生活改善推進員連絡協議会）のメン

バーからカロリーや塩分、栄養バランスなどにつ

いてアドバイスを受けました。

大野地区まちづくり推進協議会の「まちづくりの

つどい」が３月３日、有終会館で行われました。

「高齢者が住みよい地域づくり」「子どもが健全に育

つ地域づくり」「男女がともにつくる地域づくり」

のテーマに分かれ意見交換が行われたあと「心のか

よう地域づくり」と題した講演会が行われ、参加者、

約70人が熱心に耳を傾けていました。

まちづくりに意見交換

３月２日、南六呂師に完成した

乳製品加工体験等施設「ミルク工

房奥越前」の開館式が行われまし

た。六呂師小学校から約10組の親

子が参加し、早速チーズづくりに

挑戦。乳製品の加工体験を楽しみ

ました。

チーズづくり楽しいね
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内
容

市
の
産
業
・
文
化
に
関
す

る
も
の

期
間

原
則
と
し
て
１
年
以
内

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

商

工
観
光
課
商
工
労
政
係
（
1
66

・
１
１
１
１
内
線
３
３
３
）

地
域
の
人
た
ち
へ
地
球
温
暖
化

防
止
に
関
す
る
情
報
提
供
や
、
日

常
生
活
で
省
エ
ネ
な
ど
の
実
践
活

動
を
行
う
「
ア
ー
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

（
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

2002.4  広報おおの

お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

４
月
８
日
i
は
、
当
市
の
大
火

記
念
日
で
す
。

大
野
地
区
消
防
本
部
で
は
、
こ

の
日
を
記
念
し
て
、
エ
キ
サ
イ
ト

広
場
の
周
辺
で
春
季
消
防
総
合
訓

練
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
午
前
８
時
30
分
ご
ろ

に
亀
山
の
サ
イ
レ
ン
が
２
回
な
り

ま
す
。
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
北
側

の
駐
車
場
に
は
、
前
日
（
４
月
７

日
h
）
の
夜
か
ら
午
前
９
時
30
分

ま
で
駐
車
し
な
い
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

や
地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進
を
目

的
に
、
１
件
あ
た
り
64
万
円
を
上

限
と
し
て
、
住
宅
用
の
太
陽
光
発

任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選
挙
の

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。
６
月
９

日
h
告
示
、
同
16
日
h
投
票
で
す
。

ま
た
今
回
は
、
現
在
欠
員
１
と
な

っ
て
い
る
市
議
会
議
員
の
補
欠
選

挙
も
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員

会
（
1
66
・
１
１
１
１
　
内
線

３
６
１
）

4月

電
設
備
の
設
置
に
補
助
を
行
い
ま

す
。
補
助
の
対
象
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生

活
環
境
課
環
境
保
全
係
（
1
66

・
１
１
１
１
内
線
４
６
３
）

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
一
年

分
ま
た
は
一
定
期
間
分
を
ま
と
め

て
納
め
る
こ
と
で
割
り
引
き
と
な

り
ま
す
。
な
お
保
険
料
の
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
年
分
ま
た
は
半
年
分
を
前
納

す
る
場
合
、
納
付
期
限
は
４
月
30

日
j
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
年
金
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
６
）

産
業
文
化
展
示
館
の
常
設
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
、
展
示
を
行
う
企
業

や
個
人
を
募
集
し
ま
す
。

市
長
選
挙

投
票
日
は
６
月
16
日

市
選
挙
管
理
委
員
会

（１4）

設
置
に
補
助
し
ま
す

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備

生
活
環
境
課

ア
ー
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

県
環
境
政
策
課

員
）」
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

県
内
在
住
の
18
歳
以
上
で

地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
熱
意
と

行
動
力
の
あ
る
人

活
動
期
間

平
成
16
年
３
月
ま
で

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
申
込
先
ま
で

申
込
期
間

４
月
10
日
k
〜
30
日

j
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県

環
境
政
策
課
（
1
０
７
７
６
・

20
・
０
３
０
３
）
▼
生
活
環
境

課
環
境
保
全
係
（
1
66
・
１
１

１
１
内
線
４
６
３
）

http://w
w
w
.erc.pref.fukui.jp/

春
季
消
防
総
合
訓
練

サ
イ
レ
ン
が
２
回
な
り
ま

す

展
示
物
を
募
集

産
業
文
化
展
示
館

商
工
観
光
課

前
納
が
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料

市
民
課

月　　　額

付加加入

１年分前納

付加加入

半年分前納

付加加入

13,300円

13,700円

156,770円

161,480円

79,150円

81,530円

第24回大野さくらまつり
４月３日k～18日l

亀山公園・義景公園・有終公園

お祭り広場（会場：有終公園）

６日n 正午～午後５時

７日h 午前10時～午後４時

問い合わせ先 観光協会（165・5521）

粗粗粗粗大大大大ごごごごみみみみ特特特特別別別別受受受受けけけけ付付付付けけけけのののの
日日日日数数数数とととと時時時時間間間間がががが変変変変わわわわりりりりままままししししたたたた

これまで年４回行っていた「粗大ごみ特別受け付け」が年７回

となり、受付時間が変更になりました。

時間 午前８時30分～正午

日程 ４月７日・６月２日・７月14日・９月１日

10月６日・11月17日・３月16日（いずれも日曜）

対象物 家電製品、自転車、家具などの粗大ごみ（燃やせる粗大

ごみは縦70㌢、太さ10㌢程度にしてください）

対象とならないもの

家電リサイクル対象品（テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機）、

タイヤ、農機具類などの産業廃棄物

手数料 有料

※粗大ごみは、ごみステーションに出さないでください

受け付け・問い合わせ先

クリーンセンター（165・６１２０）
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●
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
大
会

日
時

４
月
21
日
h
午
前
９
時
〜

会
場

有
終
会
館

参
加
料

無
料

申
込
締
切
日

４
月
17
日
k

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市

エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
協
会
　
大
坪

恵
子
さ
ん
（
1
66
・
３
０
９
５
）

●
テ
ニ
ス
大
会

日
時

シ
ン
グ
ル
ス
５
月
12
日
h

ダ
ブ
ル
ス
５
月
26
日
h

い
ず
れ
も
午
前
８
時
50
分
〜

会
場

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

参
加
料

シ
ン
グ
ル
ス
１
人
１
５
０
０
円

ダ
ブ
ル
ス
　
１
組
３
０
０
０
円

申
込
締
切
日

シ
ン
グ
ル
ス
　
５
月
７
日
j

ダ
ブ
ル
ス
　
　
５
月
17
日
m

※
テ
ニ
ス
教
室
も
参
加
者
募
集

日
時

５
月
13
日
i
〜
６
月
３
日

i
の
月
・
木
・
土
曜
日
　
午
後

７
時
30
分
〜
９
時
（
計
10
回
）

会
場

明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員

初
級
・
初
心
者
先
着
20
人

参
加
料

３
０
０
０
円

地
域
の
健
康
づ
く
り
に
意
欲
を

持
つ
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

平
成
14
年
５
月
〜
平
成
15

年
２
月
の
毎
月
第
３
金
曜
日

（
５
月
は
第
５
・
８
月
は
第
４
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

健
康
・
栄
養
・
運
動
な
ど

に
関
す
る
講
義
や
、
生
活
習
慣

病
予
防
食
な
ど
の
調
理
実
習

定
員

25
人
（
先
着
順
）

地
域
の
健
康
づ
く
り

食
事
か
ら
考
え
ま
せ
ん
か

保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
日

５
月
２
日
l

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市

テ
ニ
ス
協
会
　
酒
井
愼
ニ
さ
ん

（
1
66
・
３
２
１
２
※
月
〜
金

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

●
ヨ
ガ
コ
ー
ス

日
時

５
月
７
日
j
〜
毎
週
火

曜
日
午
後
７
時
30
分
〜

（
全
10
回
）

定
員

15
人

講
師

石
田
宣
子
さ
ん

●
リ
ズ
ム
ス
ト
レ
ッ
チ
コ
ー
ス

日
時

５
月
９
日
l
〜
６
月
13

日
l
の
毎
週
木
曜
日
と
６
月

19
日
k
〜
７
月
10
日
k
の
毎

週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜

（
全
10
回
）

定
員

20
人

講
師

杉
山
　
美
和
子
さ
ん

持
ち
物

タ
オ
ル
・
シ
ュ
ー
ズ

対
象

18
〜
35
歳
の
勤
労
青
少
年

参
加
料

無
料

そ
の
他

両
方
の
コ
ー
ス
を
受
講

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ヘ
ル

シ
ー
料
理
教
室
も
開
催
予
定
。

定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
、
対

象
を
拡
大
し
て
締
切
日
以
降
に

受
け
付
け
ま
す
。

申
込
締
切
日

４
月
30
日
j

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
1
65
・
７

２
２
１
）

2002.4  広報おおの

申
込
締
切
日

４
月
10
日
k

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会
（
1
65
・
８

７
７
３
）

毎
年
、
お
盆
に
開
催
さ
れ
る

「
お
お
の
城
ま
つ
り
」。
そ
の
お
お

の
踊
り
で
生
音
頭
や
演
奏
に
参
加

す
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

生
音
頭
や
歌
、
三
味
線
、
太
鼓
、

笛
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。
ぜ
ひ

や
っ
て
み
た
い
と
思
う
人
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

城
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
大
野
商
工
会
議
所
内

1
66
・
１
２
３
０
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
地
域
活
動
を
行
う
５
人
以
上
の

団
体
を
対
象
に
、
活
動
中
の
傷
害

事
故
に
対
し
て
補
償
を
行
う
制
度

で
す
。
万
が
一
の
事
故
に
備
え
、

ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
５
３
１
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保

健
セ
ン
タ
ー
（
1
65
・
７
３
３
３
）

手
話
で
の
会
話
が
で
き
る
人
を

養
成
す
る
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

自
己
紹
介
や
あ
い
さ
つ
な
ど
簡

単
な
会
話
や
、
日
常
生
活
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
中
心

に
学
習
す
る
予
定
で
す
。
お
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
12
日
m
〜
毎
週
金
曜

午
後
７
時
〜
９
時
（
全
40
回
）

場
所

有
終
会
館

●INFORMATION

か
け
て
安
心
ス
ポ
ー
ツ
保
険

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

（１5）

学
び
ま
せ
ん
か

手
話
で
の
あ
い
さ
つ

市
社
会
福
祉
協
議
会

ス
ポ
ー
ツ 

　
　
情
報 

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ 

　
　
情
報

　
　
情
報 

市
民
大
会
参
加
者
募
集

各
競
技
団
体

ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

城
ま
つ
り
の
生
音
頭

一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か

生
音
頭
育
成
保
存
会

５月30日から建設リサイクル法実施

建設工事現場から出る産業廃棄物の量は、産業廃棄

物全体の約二十％にあたります。この処理をめぐり全

国で不法投棄などの問題が起きていることから「建設

リサイクル法」が定められました。法律では、住宅な

どを含む一定規模以上の建設工事で、特定の建築資材

の分別解体やリサイクルを義務付けています。

・発注者（工事を頼む人）

工事着工前に届け出をすることや、工事完了時に

建設資材がリサイクルされたことを確認することな

どが義務付けられました。

・受注者（工事を受ける人）

リサイクルの完了報告を発注者に行うことなどが

義務付けられました。

問い合わせ先 県土木部監理課技術管理室

（1０７７６・20・０４７１）
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「
以
前
は
、
ど
の
家
に
も
里
神
楽
で
使
う

笛
や
太
鼓
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の

笛
も
昔
か
ら
家
に
あ
っ
た
も
の
で
、
い
つ
ご

ろ
作
ら
れ
た
も
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
小
さ

い
こ
ろ
は
四
月
に
入
る
と
、
農
作
業
を
終
え

て
か
ら
里
神
楽
を
練
習
す
る
笛
の
音
が
村
じ

ゅ
う
に
響
き
、
夜
遅
く
ま
で
繰
り
返
し
節
が

聞
こ
え
た
も
の
で
す
よ
。
だ
か
ら
小
さ
い
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
み
ん
な
節
を
覚
え
て

い
た
も
の
で
し
た
ね
」

西
洋
の
楽
器
と
違
い
、
里
神
楽
の
節
に
は

譜
面
な
ど
が
無
い
た
め
、
覚
え
る
と
き
に
は

か
な
り
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

「
篠
座
の
里
神
楽
は
笛
に
合
わ
せ
て
舞
う

こ
と
が
多
い
た
め
責
任
重
大
で
す
。
だ
か
ら

自
分
た
ち
の
年
代
の
番
に
な
っ
て
、
笛
の
役

目
が
回
っ
て
き
た
と
き
に
は
嫌
だ
な
と
思
い

ま
し
た
ね
。
先
輩
の
後
ろ
に
つ
い
て
、
指
使

（１6）

「
お
誕
生
日
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
い
う
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
が
、
誕
生
月
に
お

店
か
ら
届
く
。
中
を
見

る
と
「
さ
さ
や
か
で
す

が
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
用
意
い
た
し
て
お
り
ま

す
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
周
り
か
ら
ほ
と
ん
ど

言
わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
な
ん
だ
か

う
れ
し
く
な
る
▼
私
に
と
っ
て
は
こ
の
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
が
春
を
告
げ
る
の
で
あ
る
。
今
年

の
よ
う
な
冬
は
特
別
だ
が
雪
の
多
い
奥
越
で
は

春
の
訪
れ
は
待
ち
遠
し
い
も
の
で
あ
る
▼
行
動

開
始
の
合
図
と
な
る
。
ゼ
ン
マ
イ
採
り
は
ど
こ

が
良
い
だ
ろ
う
か
。
畑
の
土
を
な
ら
し
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
と
ネ
ギ
の
苗
を
、
花
は
何
を
植
え
よ
う

か
。
大
野
さ
く
ら
ま
つ
り
の
期
間
中
に
は
亀
山

へ
登
ろ
う
か
、
そ
の
と
き
に
桜
は
満
開
だ
ろ
う

か
。
冬
に
た
ま
っ
た
脂
肪
を
落
と
す
た
め
再
び

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
よ
う
か
。
そ
し
て
ス
リ

ム
に
な
っ
た
体
に
合
う
春
物
の
洋
服
を
見
に
出

か
け
よ
う
か
な
ど
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
一
杯
に
な

る
▼
四
月
か
ら
学
校
が
週
五
日
に
な
り
子
ど
も

の
休
み
が
増
え
る
と
い
う
。
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ

や
地
域
活
動
に
参
加
し
、
四
季
折
々
の
奥
越
の

自
然
に
触
れ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
▼
今
年
も
い

つ
も
の
お
店
か
ら
花
束
が
届
け
ら
れ
た
。
お
礼

か
た
が
た
春
物
の
洋
服
で
も
見
に
…
と
い
う
気

に
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
演
出
は
「
お
店

の
客
寄
せ
よ
」
と
友
人
に
言
わ
れ
る
が
、
や
は

り
「
お
誕
生
日
、
お
め
で
と
う
」
の
文
字
に
悪

い
気
は
し
な
い
。
ま
た
一
つ
年
を
重
ね
、
健
康

で
ス
テ
キ
な
お
ば
ち
ゃ
ん
で
い
ら
れ
る
よ
う
、

来
年
の
誕
生
日
を
楽
し
み
に
し
よ
う
。（
小
）

篠
座
の
松
山
秀
雄
さ
ん
（
六
十
五
歳
）
の

宝
は
、
里
神
楽
を
奉
納
す
る
と
き
に
、
お
は

や
し
で
吹
い
て
い
た
笛
で
す
。

毎
年
、
四
月
二
十
日
前
後
に
舞
わ
れ
る
篠

座
神
社
の
里
神
楽
（
獅
子
舞
）
は
、
約
七
百

年
前
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

過
去
に
は
後
継
者
不
足
な
ど
か
ら
途
絶
え

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
平
成
七

年
に
地
域
の
有
志
で
作
ら
れ
た
「
篠
座
獅
子

舞
保
存
会
」
に
よ
り
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
松

山
さ
ん
は
、
そ
の
保
存
会
か
ら
頼
ま
れ
、
お

は
や
し
の
笛
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数

人　　　口

男

女

２月中の異動

３月１日現在

11,852世帯

40,384人

19,346人

21,038人

前　月　比

＋9世帯

－11人

＋5人

－16人

転 入

転 出

50人

51人

出 生

死 亡

21人

31人

総　件　数

件　数

死　者

傷　者

物損事故

件数内訳

120件

35件

2人

37人

85件

平成14年
２ 月 末

比 較
平成13年
２ 月 末

146件

22件

0人

31人

124件

－26件

＋13件

＋2人

＋6人

－39件

人
身
事
故

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）
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四
月
か
ら
始
ま
る
学
校
週
五

日
制
で
、
子
ど
も
た
ち
の
写
真

を
撮
る
機
会
が
よ
り
多
く
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
で
も
ピ
ー
ス

サ
イ
ン
で
写
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
写
真
は
、
ど
れ
も
同
じ
よ
う

な
雰
囲
気
に
…
。
そ
こ
で
提
案

で
す
。
み
ん
な
で
思
い
出
に
残

る
「
マ
イ
ポ
ー
ズ
」
を
考
え
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
（
養
）

「
大
野
え
え
と
こ
」
今
月
か

ら
大
野
の
風
習
や
風
景
な
ど
、

い
ろ
ん
な
良
い
と
こ
ろ
を
表
紙

で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
木
本
区
に
二
百
年
ほ
ど

前
か
ら
伝
わ
る
「
初
午
（
は
つ

う
ま
）
団
子
ま
き
」。
会
場
の

岩
崎
稲
荷
神
社
は
、
縁
起
物
の

団
子
を
求
め
る
た
く
さ
ん
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

表
紙
の
こ
と
ば

編
集
後
記

内　訳

里
神
楽
で
吹
い
た
笛

松
山
　
秀
雄
さ
ん
（
篠
座
）

88

い
を
覚
え
よ
う
と
必
死
に
見
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
指
導
に
来
て
い
た
人
か
ら

息
継
ぎ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
音
色
な
ど
を
指
摘

さ
れ
、
毎
晩
の
よ
う
に
家
ま
で
練
習
し
な
が

ら
帰
っ
た
も
の
で
す
よ
。
で
も
近
所
か
ら
う

る
さ
い
と
怒
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
ね
。
み
ん
な
同
じ
よ
う
に
苦
労
し
て
、

里
神
楽
を
守
り
続
け
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
よ
。
今
年
も
後
輩
た
ち
の
舞
う
里
神
楽

が
楽
し
み
で
す
ね
」
と
目
を
細
め
ま
し
た
。
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